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セーフティネットとしての公共図書館

：米国・英国の取り組み事例から
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1. はじめに
公共図書館は、すべての人に開かれた場であり、す

べての人に無料で、文化、教育、情報、娯楽へのアク
セスを提供することを使命としている（1）。この「すべ
ての人に開かれている」という特性によって、公共図
書館は時に社会のセーフティネットとして機能する。
現代社会においてセーフティネットとは、何らかの理由
によって困窮した人々の生活を保障する制度を指す（2）。
国の社会保障としては、例えば年金、生活保護、失業
保険などの制度が挙げられる。図書館は一般的にこれ
らの制度を直接保障する機関ではないが、文化的な生
活を支援し、地域コミュニティへの所属を促し、身体
的・精神的・金銭的な面から様々な支援を行っている。

すべての人にサービスを提供するという公共図書館
の理念は、多くの人が認識しており、公的サービスと
して信頼を寄せている。米英の公共図書館では多様な
支援を行う環境が整備されており、公共図書館は無料
の原則によって、経済状況を問わず利用することが可
能である。これらは、公共図書館がセーフティネット
として機能する理由である。

本稿では、情報・教育・娯楽の提供に留まらない、
米英における利用者支援の事例を紹介する。

2. 従来から行われてきた取り組み
公共図書館でこれまで提供されてきた障害者支援や

移民のためのサービスは、セーフティネットとして機
能してきた実例の一つである。障害者サービスとして
提供される点字、録音、DAISY 資料、対面朗読サー
ビス、配本サービスは、障害者が自立した社会生活を
送るための重要な役割を担っている。移民に対する支
援は、言語習得支援、異文化理解の促進、地域の教育、
保育、福祉サービスへの仲介などが挙げられる（3）。こ
れらは移住先での生活を支え、言語的・文化的な障壁
を可能な限り取り除こうとするものである。

上記のようなサービスは、すべての人々に図書館
サービスを提供するという理念のもとで行われ、社会
的包摂に貢献するサービスとして展開されてきたとい
える。すべての資料・情報に無料で、公平にアクセス
できること自体が、教育システム外に置かれ情報の入
手が困難な人々の学習を保障している。近年の欧米諸

国における延滞料廃止の議論（E2516、E2535 参照）も、
金銭的な負担なく情報や資料を利用できるようにする
ことが必要だと提唱されたことがきっかけとなってい
る。

3. 場所の提供
2020 年に映画『パブリック　図書館の奇跡』が日

本でも公開された。『パブリック　図書館の奇跡』は
米国を舞台としており、大寒波の夜に、ホームレスの
人々が公共図書館を避難場所として占拠し、図書館員
と共に一晩を過ごす様子を描いている。

映画でも描かれたように、公共図書館におけるホー
ムレス支援、またホームレスの人々に限らず、困窮
する地域住民への暖かい場所と食料の提供が図書館
の役割として広まりつつある。米国では、1980 年代
のニューヨーク公共図書館の取り組みをはじめとし

（CA659 参照）、現代においてもホームレスの人々へ
向けたサービスを行っている。米英の多くの公共図書
館は暖かく、トイレを利用でき、安全で、警察からの
干渉を受けない場であり、他の公的支援につながる窓
口として機能している（4）。食料の配布も多くの図書館
で行われている。コロナ禍においては、インターネッ
ト環境へのアクセスができない人々に向け、メッセー
ジボードによるオフラインでの情報提供を行い、支援
団体とホームレスの人々を仲介することで、困難に直
面した利用者を支援する例も見られた（5）。

英国では 2022 年の冬、ウォーム・バンク（Warm 
Bank）と呼ばれる取り組みが広がった。これは寒波
と燃料費の高騰を背景とし、人々が集まる公共図書館
や教会などが暖を取る場所と温かい飲み物を提供し、
一日を過ごせるようにする取り組みである。公共図書
館では読書をしたり、館内のアクティビティに参加し
たりすることで長時間過ごすことができる。いくつか
の図書館では、温かい飲み物の提供のほかにも、ボー
ドゲームを設置することで、より居心地のよい空間を
提供した（6）。また、公共図書館は場所だけでなく、食
料品、衣料品、衛生用品の寄付と配布の窓口にもなっ
ている（7）。開かれた場である公共図書館は、普段から
人々が多様な目的をもって出入りするため、食料品や
衣料品の寄付を受け取る人々も差別的な目線を向けら
れにくい。米国・英国におけるこれらの取り組みは、
ホームレスの人々だけでなく、経済的に困窮し、光熱
費や十分な食料、衣類を確保できない人々にとって生
命線となるものである。

4. サービスの提供
更に、近年は ICT に関する支援及びメンタルヘル

スに関する支援も必要不可欠である。現代のデジタル＊ 秋草学園短期大学文化表現学科
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社会において、ICT 機器とネットワークへのアクセス
は、情報を得たり、職に就いたり、他者とコミュニケー
ションを取ったりする上で欠かせないインフラとなっ
ている。ICT に関する支援としては、英国では 99％
の公共図書館に Wi-Fi が整備され、インターネットへ
のアクセスを提供している（8）。多くの公共図書館には
コンピュータも設置されており、デジタル機器を持た
ない人々も図書館で利用することができる。米国では
低所得者やホームレスの人々向けにスマートフォンの
貸出プログラムを行う図書館も登場した（9）。利用者は
図書館でインターネット環境へのアクセスの手段を確
保すると共に ICT 機器の利用方法や情報リテラシー
を学ぶことができる。

メンタルヘルスに関する支援としては、自分に自
信を持つためのワークショップやアンガーマネジメ
ント講座、英国で始まった「本の処方箋」（Books on 
Prescription；CA2023 参照）が挙げられる。「本の処
方箋」は、読書によって精神の安定を図ることを目的
として、医者やカウンセラーが、気持ちが上向きにな
る図書館の本のリストを処方箋として提供する取り組
みである。図書館員に向けた研修も行われており（10）、
発達状態や精神の多様性への理解や、精神疾患を持つ
利用者への対応方法を学ぶことができる。例えば、英
国の高学年の子ども及び教育図書館員協会（ASCEL）
は、自閉症の人が利用しやすい図書館を構築するため
のガイドラインとトレーニング教材を公開した（11）。

コロナ禍の英国においては、ロックダウン中に図書
館員は利用者に電話で困りごとがないか尋ね、会話の
相手となって孤立感の低減を図った事例が見られ、図
書館員の傾聴力や共感性が図書館業務以外の場面でも
役に立つとされた（E2358 参照）。図書館員は自身の
図書館員としての能力を活用して利用者と会話をする
ことで、利用者の不安感や孤独感を和らげ、利用者の
持つ深刻なニーズを聞き取り、ニーズに沿ったサービ
スを提供することができる。

5. さいごに
上記のように、米英の公共図書館は多様な社会的困

難に対して支援を提供している。社会的に排除され、
セーフティネットを必要としている人々は、多くの場
合、複数の困難を抱えていると考えられ、公共図書館
は複数の社会的困難を抱えた人々に対して一か所で支
援を行うことができると考えられる。しかし、公共図
書館の職員は万能ではなく、予算も限られており、公
共図書館サービスもすべての社会問題に対応すること
はできない。公共図書館はすべての人に無料で、文化、
教育、情報、娯楽へのアクセスを提供するという使命
を果たしつつ、地域コミュニティの拠点として、困難

を抱えた人々と適切な公的サービスや支援団体をつな
げる窓口としての役割が期待されているのではないだ
ろうか。図書館員は、利用者のニーズに沿った図書館
サービスを提供すると同時に、図書館外の適切な支援
につなげる役割を担う。図書館員だけでなく、仲介者
として図書館においてソーシャルワーカーを雇用する
事例も増加している（12）。

対して、日本の公共図書館ではホームレスの人々
のみを対象とするサービスではなく、生活において
何かしらの困りごとを抱えている利用者を対象とし
て、外部団体と連携したサービスが展開されている

（CA1809 参照）。2010 年からの「図書館海援隊」プロ
ジェクト（13）による困窮者支援は、課題解決型支援サー
ビスとして発展し、多くの公共図書館において、健康
や就労に関する資料・情報提供、相談会を開催するこ
とで利用者の支援を行っている（CA1937 参照）。

これからの公共図書館は、公的・私的を問わず、多
様な組織や専門家と連携し、サービスを提供すること
で、セーフティネットとしての役割を果たしていくこ
とが求められるだろう。
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